
（別紙３）

～ 令和７年　５月　１１日

（対象者数） ２３人 （回答者数）
１３人

～ 令和７年５　月１７　日

（対象者数） ６人 （回答者数）
６人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

日頃からアンテナを張って、児童の活動プログラムの更新を

意識する

2

送迎時に保護者の様子も確認し、その変化に敏感になる

3

引き続き、個別支援計画の更新ミーティングを行う。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

出来る限りのバリアフリー化を検討する

2

説明会や、紙媒体の通信を発行し、もっと目につくように周

知する

3

○事業所名 RacucuruNEO

○保護者評価実施期間
令和7年4月1日

○保護者評価有効回答数

令和５年　５月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　５月１８　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

hou

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

バリアフリーの改装 賃貸の為、改装できる範囲が限られている。

各マニュアルを保護者へ周知できていない 連絡する媒体を使用しているが、細かく連絡が出来ていない

活動プログラムが充実している 月１のスタッフミーティングを行い、児童の様子や、希望を

確認し、活動プログラムをスタッフ全員で計画している

保護者支援の充実 不安を感じている保護者が、気軽に来所し、スタッフと話が

できるように事業所を解放している

それぞれに合った個別支援計画の作成 日々、児童の様子を観察し、職員とのミーティングを通し

て、支援計画書の更新を行っている。

事業所における自己評価総括表公表


